
【図解でわかる「復習するときのポイント」】 

 

「復習するときのポイント」について次頁に図解で説明しました。試験の 1 か月前頃になっ

たら，受験勉強の進捗状況を考えたうえで，復習に重点を置いた受験勉強の開始を考える必要

があります。復習は重要な受験勉強だからです。「復習の質と量で記述式試験の合否が決まる」

と言っても過言ではありません。 

復習の目的は，学んだことが出題されたら確実に合格点を取るためです。復習が不十分だと

取りこぼしの可能性があります。取りこぼしがあると試験が終わったあと必ず後悔します。 

復習するときのポイントは，「復習の方法を工夫する」と「これまで未着手の内容には手をつ

けない」です。 
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復習するときのポイント 

復習の方法を工夫する これまで未着手の内容

には手を付けない 

■メリハリを付けて学んだことを復習する 

＊例えば，理解している内容は短時間で復習する，理解不足の

内容や苦手な内容は時間をかけて復習する 

■ノートや教材を声に出して読んでみる 

■学んだことに関して新たなことがわかったらノートや教材に

それらを書き加えて学んだことを補強する 

■出勤時や外出時には受験勉強で使ったノートを持参していつ

でもどこでも復習できるようにする 

■隙間時間を有効に使って復習する 

■「1 分で理解できる解答の書き方」で解答を書く場合の復習の

ポイント 

＊学んだことの要点を考えながらノートや教材を読む 

＊ノートや教材に要点を書き込むと確実にそれが記憶できる 

＊これらの方法で復習することで，学んだことが出題されたと

き頭の中からその要点をすぐに取り出すことができる 

【手を付けると・・・】 

■二兎を追う者は一兎をも得ず？ 

■虻蜂取らず？ 

【割り切りが重要】 

■学んだことが出題されたら確実

に合格点を取る（復習の目的） 

■未着手の内容が出題されたら

「しょうがない」と諦める 

試験の 1 か月前頃になったら，

受験勉強の進捗状況を考えた

うえで，復習に重点を置いた受

験勉強の開始を考える 

復習は重要な受験勉強 

復習が不十分だと取りこ

ぼしの可能性がある 

取りこぼしがあると試験が

終わってから必ず後悔する 
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